
博士
研究員

博士取得後に大学、企業等に就くことが基本

理工系博士課程教育研究標準モデル

大
学
、
研
究
機
関
な
ど

（
各
個
人
の
能
力
を
活
か
す
組
織
に
転
換
）

起
業

講
義
を
受
講
す
る
形
式
で
は
な
く

ゼ
ミ
形
式
に
よ
り
学
ぶ

研究活動を通じた教育

○修士論文の作成等を通じて独創的な研究をする力を養う

○コースワークの充実

教
育
研
究
を
通
じ
て
評
価博

士
課
程
前
期

博
士
課
程
後
期

博士論文研究に着手することの審査と指導
①自分で論文のテーマを開拓したか？(研究の独創性)

②自分で研究の方法を見つけたか？

③①及び②について、自分の言葉で説得できるか？

④複数分野の広範な知識を持っているか？

包括的な基礎力（隣接分野等を含む修士
レベル）の確認を通じて研究能力の養成

企
業
な
ど

（
博
士
を
主
と
す
る
研
究
開
発
体
制
に
転
換
、

必
要
と
す
る
能
力
を
明
示
）

国の内外に開かれた入学試験

世界水準の学位授与

標
準
化
等

研
究
、
開
発
、
折
衝
、
知
財
、

企業や組織向けリーダーの養成
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